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タイ、シンガポール、カンボジアなど東南アジア10カ国からなる、
ASEAN諸国のデザインに新しい種が芽吹きだしている。
現地で見つけたクリエイターを中心に、最新トレンドをお届けします！

東南アジアを旅する、
デザイン探訪記。
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ASEAN STYLE
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右ページ　椅子の上にある植物をモチーフにした
クッションは、カンボジアのオレンジリバー社から。 
左ページ　1、3 シンガポール・セントーサ島のホ
テル、カペラ。設計はノーマン・フォスター。2 イ
ンドネシアの家具メーカー、プリマ・プトゥラ・ブン
ガワン社のスツールは、廃材を利用している。4 
カンボジアのワッタン・アーティザンス・カンボジア
社のシルクのスカーフと、ファブリックアクセサリー。
5 インドネシア・ジャカルタにある有名なカフェ、バ
タフィアのラウンジにて。バティックのスカーフ、ク
ッション、テーブル上のキャンドルは、すべてアル
ンアルン社製。床とテーブルに置いた壷はすべて、
PT.ジョシュア・カハヤ・セントーサ社のもの。
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ふ
と
気
が
つ
く
と
身
近
に
あ
る
の
が
、
東

南
ア
ジ
ア
原
産
の
も
の
。
い
ま
ま
で
は
安
価

な
労
働
力
で
、
安
定
し
た
生
産
を
供
給
す
る

拠
点
と
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
東
南

ア
ジ
ア
は
違
う
、
と
思
わ
せ
て
く
れ
た
の
が

今
回
の
ア
セ
ア
ン
取
材
旅
行
。
短
期
間
で
力

を
つ
け
、
頭
角
を
現
し
て
き
た
ア
ジ
ア
出
身

の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
最
前
線
に
立
っ
て
い
る
。

　

彼
ら
の
実
力
は
、
ミ
ラ
ノ
や
ロ
ン
ド
ン
、

東
京
で
磨
か
れ
て
き
た
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
レ
ベ
ル
。
ア
セ
ア
ン
各
国
の
イ
ン
テ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
界
は
、
ま
さ
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の

原
石
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
る
状
態
だ
。
切
磋

琢
磨
す
る
こ
と
で
、
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
に
な
る
可
能
性
は
無
限
大
。
い
つ
、

こ
こ
か
ら
世
界
的
な
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
現
れ
て

も
お
か
し
く
な
い
、
と
い
う
状
況
な
の
だ
。

　

こ
れ
ま
で
の
ア
セ
ア
ン
各
国
は
、
デ
ザ
イ

ン
は
外
か
ら
持
ち
込
む
こ
と
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
左
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
る
プ
ロ

ダ
ク
ト
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
現
地
で
目

の
当
た
り
に
し
た
の
は
、
イ
ン
ハ
ウ
ス
デ
ザ

イ
ナ
ー
が
力
を
つ
け
て
き
て
い
る
こ
と
。
デ

ザ
イ
ン
の
質
が
上
が
り
、
安
定
し
た
労
働
条

件
の
も
と
で
生
産
で
き
れ
ば
、
当
然
、
国
際

競
争
力
は
高
ま
る
。
ア
セ
ア
ン
か
ら
目
が
離

せ
な
い
の
は
、
そ
こ
に
理
由
が
あ
る
。

　

メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
が
脚
光
を
浴

び
て
い
る
現
在
、
同
じ
く
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
シ

ッ
プ
を
モ
ノ
作
り
の
根
底
に
す
え
た
“
メ
イ

ド
・
イ
ン
・
ア
セ
ア
ン
”
の
製
品
。
こ
れ
ら

の
ア
イ
テ
ム
は
６
月
２
日
か
ら
東
京
ビ
ッ
グ

サ
イ
ト
で
開
か
れ
る
「
イ
ン
テ
リ
ア 

ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
」
で
も
出
会
え
る
。

　

デ
ザ
イ
ン
力
の
上
昇
と
相
ま
っ
て
、
メ
イ

ド
・
イ
ン
・
ア
セ
ア
ン
が
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
ブ
ラ
ン
ド
と
並
び
称
さ
れ
る
よ
う
な
日

も
、
も
う
す
ぐ
に
違
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
期
待
さ
れ
る
、

メ
イ
ド
・
イ
ン・ア
セ
ア
ン
の
製
品
。

Cilicon
 Faytory
シシとフェイのカップルで活動する、
シンガポールのデザインユニット。
作品を見る人に笑顔になってほし
い、というのがポリシー。写真のモデ
ルは軽量コンクリートのスツール。
ほっこりした丸みのあるフォルムと
色のバランスが絶妙だ。

シリコン・フェイトリー

思わずにっこりとする、
キュートなデザインが特徴。

Nathan
 Yong
クライアントにリーン・ロゼやリビ
ング・ディバーニといった、ヨーロッ
パの一流メーカーが名を連ねる。 
写真は新作の「トウィーティ」チェ
ア。別バージョンでメタルもあり。 
奥にあるのは、ボックスを連続させ
たシェルフ「コーナーブロックス」。

ネーサン・ヨン

一流メーカーからの
依頼も多数！

Anon Pairot
アノンは、2008年にはヴィトラ・デザイ
ン・ミュージアムでのワークショップで、
マーティン・バースとコラボレートした実
績を持つ、タイでナンバーワンの若
手。 上　「チキンレッグ」のソルト＆ペ
ッパー入れ。 右　「エデン」と名付けら
れた鹿のオブジェが横たわるソファ。

アノン・パイロット

インパクトの強さはタイでいちばん！

東南アジアで見つけた、
いま、注目のデザイナー3組。
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※ここで紹介した製品と「インテリア ライフスタイル」 
への出展品は異なることがあります。

日本アセアンセンター（東南アジア諸国連合貿易投資観光
促進センター）とは、ASEAN諸国と日本の貿易・投資・観
光の促進を目的として、日本とASEAN各国政府の協定に
より、1981年に設立された国際機関。
●加盟国 ブルネイ、カンボジア、インドネシア、日本、ラオス、
マレーシア、ミャンマー、フィリピン、シンガポール、タイ、ベトナム

日本アセアンセンターについて

日本アセアンセンター加盟国

x東京ビッグサイト 西ホール
y6月2日（水）～4日（金）

見本市「インテリア
ライフスタイル」に
ASEANが出展!

ASEAN STYLE

  1

NEW & NATURAL

2

3

1 タイのウッフスタッフ社のフレグランス製品。人
工プランターの中にアロマオイルを入れて使う。2 
鮮やかなブルーの花器は、マレーシアのロフィン・ケ
ラミク社のもの。3 フィリピン・セブ島にあるカタリ
ナ・エンブロイダリーズ社のランプ。4 ラオスのサ
オバン・ハンディクラフト社による竹かご。5 ブルネ
イのムハマッド・ムスタキム・エンタープライズ社の
刺繍が施されたクッション。6 ミャンマーのガンダマ
ール・シーシェル社から貝細工のプレート。7 ベトナ
ムのビーエーカンパニー社による美しい刺繍。

6 5

7

日本に上陸する、
ASEANのプロダクト

4

●お問い合わせ先　日本アセアンセンター　☎03・5402・8004　www.asean.or.jp/


